
エ 盤渓地区（上盤渓町内会・盤渓下町内会）【中央区】 取組年度 Ｈ30 Ｒ1 
地理・地形 対象災害種 災害脆弱性 地区の範囲 協議主体 取組のテーマ 
中山間部 洪水・土砂 がけ地 ２つの単位町内会 町内会 避難ルール 

（1）地区の概要   

札幌市の西側の山間部に位置し、地区内の集落に人口が点在している。地域は山林

が大半を占めており、施設等は北西から南東に走る北海道道 82号西野真駒内清田線

沿いに集中している。 

（2）災害リスクと課題   

土砂災害警戒情報により避難勧告が発令されたときには、地域内唯一の指定緊急

避難場所である盤渓小学校が土砂災害警戒区域にかかっており避難所として開設さ

れない。また、土砂災害警戒区域等が複数存在しているため、避難経路が寸断され

る恐れがある。浸水想定はないが過去の水害時に鉄砲水が発生した。 

（3）取組の概要   

山間部・集落分散という実情を踏まえた独自の避難ルール策定の取組 

ワークショップ 

集落が分散し、土砂災害、浸水などの危険性の種類や、避難所、避難ル
ートも地区によって異なる盤渓地区の実情に即した、きめ細やかな避難
ルールを定めた地区防災計画の策定に向けて取り組んでいる。 

がけ地が多く存在するため、５つのブロッ

クに分け避難先を検討し、避難地図を独自に

作成した。また、ワークショップでは、地域

内にある小学校のほか、サッカークラブ、

スキー場、寺、福祉施設、幼稚園、ラベンダ

ー園にも参加してもらい検討を行った。 
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（4）取組プロセス   

（5）会長からのコメント   

（6）有識者からのアドバイス・助言など   

・地域の特徴をしっかりと捉え、弱点がどこで、使えるものは何かとしっかり探し、

いろいろな施設や人を仲間に抱き込んでいる点が大変良い。 

・課題に目をつむらず、課題を残しながら続けて取り組んでおり、PDCAが回る良

い取組になると思う。 

日時 回数等 講師等 内容 

Ｈ30.5 Ｈ30 第１回ＷＳ 危機管理対策室 
演題：災害、そのための備え 
ＷＳ：備蓄品・避難所・防災訓練など

の現状や課題 

Ｈ30.7 Ｈ30 第２回ＷＳ 三重大学大学院工学研究科 准教授 川口 淳 氏 
演題：巨大災害に備える 
ＷＳ：自助・共助の役割  

Ｈ30.10 Ｈ30 第３回ＷＳ 三重大学大学院工学研究科 准教授 川口 淳 氏 
演題：自助と継続を考えよう 
ＷＳ：市民の自助を高めるためには 

Ｒ1.12 Ｒ1 第１回ＷＳ 三重大学大学院工学研究科 
准教授 川口 淳 氏 

演題：巨大災害に備える 
ＷＳ：疑問・不安なこと・今後追加すべ

きこと 

Ｒ2.2 地区防災計画素案作成

盤渓は、土砂災害警戒区域に囲まれた散在集落で

す。 

地区防災計画を地域住民が自ら作成することは、住

民の意識向上を促し、いざ災害が発生した場合の速や

かな避難行動に繋がることから、大変意義があると考

えます。 久保田 秀一 会長
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（三重大 川口准教授） 



（7）地区防災計画の概要   

①盤渓地区の具体的な避難計画 

②盤渓地区避難地図 
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計画の項目

・計画の必要性 

・盤渓地区の避難計画 

・上盤渓町内会の避難 

マニュアル 

・盤渓地区避難地図 

・上盤渓町内会詳細図 



①盤渓地区の具体的な避難計画 
 ブロックごとに分け、この地域における避難所を検討し避難計画を作成した。 
②盤渓地区避難地図 
 盤渓地区の具体的な避難計画に基づき、この地域における避難場所の地図を
作成した。 
③上盤渓町内会の避難マニュアル 
 上盤渓町内会では、集落が分散していて災害状況の把握が困難であることか
ら、除雪路線ごとで避難の対応することとした詳細なマニュアルを作成した。 
④上盤渓町内会詳細図 
 上盤渓町内会の避難マニュアルに基づき、路線名、代表者、情報収取担当を
含めた地図を作成した。 

④上盤渓町内会詳細図 
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③上盤渓町内会の避難マニュアル 

計画の説明


